
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地 域 と の

つ な が り  

 卒業式でのことです。卒業生９２名に対して、

保護者席の椅子を１５０脚準備しました。当日、

保護者席はほぼ満席になり、お父さんの姿が目

立ちました。最近、子供の卒業式や入学式は両

親で出席される傾向にあります。お父さん達も

子育てに参画されつつあるかなと思います。  

本校では、昨年から家庭と連携協力して「早

寝 早起き 朝ごはん」の取り組みを推進して

います。PTA 役員の方と雑談していた時のこと

です。一日の元気の源になる朝ごはんを食べず

に登校する子供のことが話題になりました。そ

のお宅では、朝ごはんは父親と子供たちで準備

するので必ず食べていると、当然のように言わ

れました。 

「父親が朝食を作る。」家事は女性の仕事にな

っている我が家では考えられないことでした

が、羨ましくもありました。考えてみると、家

庭内での役割分担さえしっかりなされていれ

ば、いろいろな形の家庭があってよいのです。

家族でいたわり合い、補い合うような家庭であ 

ることの方が大事です。家族が協力し助け合う

姿を見せることができる家庭こそ、子供たちに

とって一番身近な男女共同参画社会ではないで

しょうか。 

 私は、担任をしていた時、児童の名前を男子

は「○○君」、女子は「○○さん」と呼んでいま

した。それが、一年生の授業光景と出会い、見

直しのきっかけとなりました。その学級は担任

と子供たちとの関係がとても温かでした。日ご

ろからよく友達とけんかをするちょっと乱暴な

男の子も、担任から「○○さん」と指名され、

落ち着いて学習に取り組んでいます。まさに、

「さん」付けの効果だと思いました。男女に関

係なく「○○さん」という呼び方をすると、相

手を大切にする気持ちが伝わるように思いま

す。以来、私は、子供たちを「さん」付けで呼

んでいます。先生方にも「さん」付けをすすめ

ています。 

 男女共同参画の基盤は、まずお互いに相手を

尊重することだと考えます。 

「男女共同参画意識は家庭から」 

高岡市立戸出西部小学校 

校 長    廣上
ひ ろ か み
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仕事中心の男性に不足しがちな

のは地域とのつながり。男女の共生

には、会社や家庭同様大切なことで

す。ただし、会社での役職ややり方

にとらわれていてはうまくいきま

せん。 

ワンポイント・レッスン 

－監修の言葉より抜粋－ 

日常ありがちな一コマを切り取って

「常識」の中の差別や思い込みをマンガ

で表現してみました。もし、思い当たる

節があるとすればあなたも無意識のう

ちに、男だから女だからという固定観念

に縛られた色分けをしているかもしれ

ません。だれもが活き活きと働き、家庭

や地域で人間らしく暮らす男女共同参

画社会は、女性だけでなく、男性にとっ

ても明るい未来図なのです。 

内閣府 男女共同参画会議議員 

岩 男 壽 美 子 

① 

② 

③ 

④ 

⑤

⑥

⑦

⑧

「マンガ男社会の常識・非常識」より 

編修発行 財務省印刷局編【現:国立印刷局】 

 戦後、目覚しい復興を遂げ経済大国となった日本、いまや先進国となった日本。それなのにマスコミ

では連日凄惨な殺人事件が報道され、毎年 3 万人もの自殺者が出ているのです。男女平等・共同参画で

人権尊重社会の実現をはじめ、あらゆる差別の撤廃に努力を重ねている日本なのに、何故でしょう。成

熟社会の複雑な変化と、そのスピードを増しつつあるそんな日本は、そもそも生きにくい社会なのでし

ょうか。それとも、私達の活動の中身に共感性を生まない何かがあるのでしょうか。そんな風に思って

しまうのは、必要なもの、優先順位の高いものは原則、自然に浸透するであろうし、必要とされないも

のはどんなに頑張っても浸透しないのでは、と考えてしまうからです。 

男女共同参画週間を迎え、これまでの様々な取り組みを写真展示「センターのあゆみ」と共にひもと

き、男女平等・共同参画を自分自身の事として関心を示してくれる市民への広がりに期待しつつ、思い

をめぐらすこの頃です。                     男女平等推進センター所長 野村 乙美 

 

高岡市男女平等推進センターは、男女平等・共同参画を推
進する市民の活動を支援するとともに、男女平等・共同参
画に関する施策を総合的に進めるための拠点施設です。 
活動・交流の場として、登録団体が会議・研修に使用でき
る交流スペース、どなたでもご利用できる有料会議室、サ
ロン（図書、パソコン設置）、相談室（要予約）を備えてい
ます。           

※休館日 毎月第４月曜日・12 月 29 日～翌年の 1 月 3 日 

（相談業務は毎週日曜日がお休みです。） 

〒933-0023 富山県高岡市末広町 1-7
      （ウィングウィング高岡 6 階) 
TEL（0766）20-1810 FAX（0766）20-1815 
相談室専用 TEL（0766）20-1811 

 



この講座は、男女平等・共同参画推進のために、センターと市民(E ネット

=センター登録活動団体ネットワーク)が協働で開催するものです。 

「お薬のなーぜ？ 
その効果的な使い方」 

(講 師)金沢大学薬学部研修施設薬局
担当理事 
薬剤師 沢崎 せい子さん 

(日 時) 8 月 26 日(火) 
午後 7時 30 分～9時 

(定 員) 30 名 

【講 師】 司法書士 磯野 敏雄 さん 

【日 時】 7 月 12 日(土) 午後 1:30～午後 3:30 

【会 場】 高岡市男女平等推進センター会議室（ウィングウィング高岡 6 階）

【定 員】 30 名 

 

女性弁護士による無料法律相

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★毎回 火曜日 19:00～21:00 

★20,30 代の方 3人 1組（先着 7グループ） 

 

男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別に

かかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できることができる男女共同

参画社会の形成に向け、男女共同参画社会基本法（１９９９年６月２３日

公布・試行）の目的及び基本理念に関する国民の理解を深めるため、この

週間が設けられています。 

この期間中、センターでは、基礎講座、女性弁護士法律相談（予約制）・

サロン展示を行います。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

※1歳以上から就学前までのお子さんの託児をご希望の方は 6月 16 日(月)までにお申込み下さい。 

 

日 時 テーマ 講師・企画・進行 定 員・受講料 

基礎   

コース 

6月 24 日(火) 

午後 7:00～9:00 

始めの一歩！ 

“男女共同参画社会”って 

こんなこと 

講師 

センター職員 

(野村所長他) 

ステップ 

アップコース 

7月 1日（火） 

午後 7:00～9:00 

始めの 1歩！ 

気づいてますか？ 

地域でのこんなこと 

企画・進行 

E ネット 

2コースセット 

受講できる方 

30 名(申し込み順) 

いずれも無料 

 

＊【電話相談】【面接相談 予約が必要です）】 

  9:30～16:30 月・火・水・金・土    

     14:00～20:00 木   

(毎週日曜日は休み)         

※休館日  

毎月第４月曜日・12 月 29 日～翌年 1月 3 日 

＊プライバシーに配慮した個室 2部屋設置 
専任のスタッフ による電話相談や面接相談(予約
制)を無料で行います。 

【日 時】6 月 27 日(金)午後 2時～4時 

【場 所】男女推進センター 相談室 

【定 員】8 名（予約制)  

     相談室専用℡ 0766-20-1811 

 

 

 

相談室１部屋には 

ベビーベッドが 

完備されています。 

相談室のご案内  

楽学電脳座

H20 年度上半期 講座のご案内 受講者募集中！ 

６／２３～２９は 

H２０年度標語 『わかちあう 仕事も家庭も喜びも』 

各種講座受講に際して託児(無料 1歳以上～就学未満 要事前申込み)を 

行っています。  

お申し込み・お問合せ先   高岡市男女平等推進センター  

☎ (0766)20－1810 FAX(0766)20－1815

自分で決める｢人生のしまい方｣老い支度と”成年後見制度”～家族・地域のために～

セセ ンン タタ ーー 企企 画画 講講座座

『根っこ塾』は、“男女が共に支え合い、共に輝く人生”を 
目指して平成19年度より継続して開催しています。  

【講 師】 高岡市男女推進センター所長 野村 乙美 

 

「アイディアを形にしよう」 
（講 師）  

楽学電脳座 浦田 節子 さん 
（日 時）7月 16日(水)～7月 17日(木) 

午後 1時～5 時 30 分 
（定 員）20 名(4 人×5 グループ) 

「インターネットを使って情報発信しよう」 
（講 師） ソーシャルコンサルティング 

塚 良知 さん 
(日 時） 7 月 23 日(水)・7月 30 日(水) 

午後 1時 30 分～午後 3時 30 分） 
(定 員) 15 名  

(インターネットを既に利用している方) 

NPO 法人  
N プロジ
ェ ク ト
ひと･み
ち･まち 

今井 敏晴 

根っ子塾 キャリアデザインコース 

◆ 

コ モ ン 塾

◆ 

【写真展示】「センターのあゆみ」 

【企画展示】「ワーク･ライフ･バランス」 

【期 間】 6 月 23 日(月)～7 月 1 日(火) 

【場 所】 男女平等推進センター サロン 
       (ウイング・ウイング高岡 6 階) 

◆

◆

◆

この講座は、男女平等・共同参画推進のために、
センターと市民が協働で開催するものです。 

回 月 日 内     容 

１ ７月１５日 オリエンテーション 

２ ７月２２日 今さら、人に聞けない言葉のマナー 

３ ８月 ５日 第一印象！Ｔ(時)Ｐ(場)Ｏ(目的)がものをいう 

４ ８月１９日 決めたいことが決まる会議の進め方 

５ ９月 ２日 ウォーキングと仕事ができる人の身のこなし方 

６ ９月１６日 言いたいこと伝わってる？ロジカルシンキングの基本

７ ９月３０日 あなたにとって、仕事とは？自分らしい人生設計 

市 民 企 画 講 座 

 

女 性 弁 護 士 に よ る 無 料 法 律 相 談 

パ ネ ル 展 示

男 女 平 等 ・ 共 同 参 画 

基 礎 講 座 

「女性史－近代文学における女性観－」(仮題)
(講 師） 富山大学人文学部教授 

       金子 幸代 さん 
       富山大学人文学部助手 
       伊藤 惠理 さん 

(定 員)  30 名 
※日時については、お問合せ下さい 

 


